平成○○年度　個別の指導計画　中学校　a （□学期）
	学年・組・性別・名前
	
	作成者
	○○　○○

	作成日
	
	次回事例検討日
	Ｈ　□．□．　□


長期目標
	認知・学習面
	文章を読み取る方法を理解し、その方法を自分から使うことができるようになる。

	生活面
	

	社会生活面
	先生や親と一緒に一日、１ヶ月のスケジュールを立て、見通しをもって生活することができるようになる。

親しい人に自分から思いや考えを伝えることができるようになる。

	身体面
	


	
	短期目標
	具体的支援
	評価と学習状況

	認知・学習面
	聞く

話す

読む

・手順カードを使って、数学の文章題を読み取り、解答することができるようになる。

書く

計算する

推論する
	【担任】【教科担当者】
· 「数学の文章問題の解き方」カードを一緒に作り、実際場面で使うように促す。
【少人数担当】【支援員】

· 「数学の文章問題の解き方」カードを自分から使えるように、言葉かけをする。

· 本人の使いづらさを把握し、担任・教科担当に情報提供する。
	・手順カードを使うことを最初はためらったが、友達の「よいアイデアだね。」の一言で抵抗が激減した。
・手順カードを使う過程で、自ら内容を工夫したり、見ないで問題に挑戦したりする姿がしばしば見られるようになった。

	生活面
	
	
	

	社会生活面
	行動の自己調整
	· 一日のスケジュールカードを作成し、変更を受け入れながら行動できるようになる。

	【担任】【副担任】

· ５分間の時間を確保し、本人と次日のスケジュール調整をする。（様式の使用）

・　変更を受け入れられない場合、“切り替えるための行動”をする時間・場所を設定する。
【支援員】

· 切り替えの時間の行動を見守り、状態を担任に情報提供する。
	・短い時間だが、毎日個別に話す時間を確保したことで、担任・副担任との遣り取りに親密性が増した。
・時間割変更に対応するのに、学期当初は、別室でスケジュールカード全てを書き直していたが、今では、唱えてから変更部分の見え消しで切り替えが可能になった。

	
	対人関係
	· 親しい友達との会話の中で、思いや考えを話すことができるようになる。
	【担任】【副担任】
· 学習グループを親しい友達と一緒にする。

· 人の思いや考えを引き出す関わり方を提示した後グループ活動をする。
【支援員】会話に加わり促す。
	・支援員さんがグループ活動に加わると安心した表情で、友達からの質問に答えることができた。今後は、相手の思いや考えを聞き出す言葉を言うタイミングをつかみ、話しかけられるようになるとよい。

	身体面
	
	
	


平成○○年度　個別の指導計画　中学校　b　（□学期）
	学級・学年・性別・名前
	
	作成者
	○○　○○

	作成日
	
	次回事例検討日
	Ｈ　□．□．　□


長期目標　
	認知・学習面
	· 文章の内容を理解する方法を身に付ける。

	生活面
	・　身の回りの物を直ぐに取り出せるように片づけることができる。

	社会生活面
	· 活動に対して適正な時間を使うことができるようになる。

· 日常の生活必要なルールを知る。

· 言葉の裏にあるニュアンスや人の表情の意味の判断ができるようになる。（分からない場合の対応も含めて）

	身体面
	・　疲れて頭痛が起きる前に自分なりの方法でリラックスできるようになる。


自立活動　
	短期目標・指導内容
	具体的支援
	評価と状況

	・活動に必要な時間を実際の活動場面と対応させながら理解する。
・相手の言葉や表情などから立場や考えを推測し、相手とかかわる具体的な方法を身に付ける。
	・目で見て分かるタイマーやタイムキーパーで残り時間や終了時刻を知り、落ち着いて活動終了できるようにする。

・生活の様々な場面を想定したり設定したりして、場面のエコマップや言葉・表情の意味を視覚化したものを提示し、振る舞い方を理解する。

・特設場面での行動が生活場面に般化するように、見守り・応援の姿勢をとる。
	· 残り時間が見えるタイマーがあることで、納得して活動を終了することができた。数学の個人学習場面では、繰り返すことで、３０分間でできる課題量の見当をつけることができるようになった。
· 人数の多い集団では、個別の説明で場面の状況を理解してから、安心して人に関わっていく姿が見られた。


各教科等　
	教科
	短期目標・指導内容
	具体的支援
	評価と学習状況

	国語
	小学校学習指導要領第６学年の目標・内容による。
· 目的や意図に応じて、話の内容を整理し、場に応じた適切な言葉遣いで話す。

· 目的や意図に応じて、書く事柄を収集し、事柄を整理して文章を構成する。

· 目的に応じて、文章の内容から必要な部分を抜き出すことができる。
	【担任】【教科担当者】
・音読のための工夫を教える。（範読の要求、分かち書き、文字を拡大、行間を空ける　等）
・理解・記憶が必要な文は、読み取りの際に手がかりを出す。（絵・写真、既に獲得している言葉の提示　
【担任】【少人数担当】【支援員】

・音読のための工夫の事前準備をする。（子どもと一緒に準備する時間ももつ）

・本人の使いづらさを把握し、担任・教科担当に情報提供する。
	· 相手からの話を促す言葉かけで、話したい内容を整理しながら話す。
· 興味関心のあることになると伝えたい内容を絞ることが難しく、文章が長くなる。
· 形式段落の範囲で指定すると抜き出すことができる。

	社会
	中学校学習指導要領の該当学年の目標・内容による。
	
	

	数学
	同上
	
	

	理科
	同上
	
	

	音楽
	同上
	
	

	美術
	同上
	
	

	保健体育
	同上
	
	

	技術
	同上
	
	

	家庭
	同上
	
	

	外国語
	同上
	
	

	選択教科


	特別支援学校小学部・中学部学習指導要領第２節第２内容等の取扱いに関する共通的事項の５を参照する。
	

	総合的な学習の時間
	中学校学習指導要領の目標・内容による。
	国語～外国語の欄に同じ
	


平成○○年度　個別の指導計画　中学校　c　（□学期）
	学級・学年・性別・名前
	
	作成者
	○○　○○

	作成日
	
	次回事例検討日
	Ｈ　□．□．　□


長期目標　
· 例文は特別支援学校中学部学習指導要領（「知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校」の項）を参考にしている。
	認知・学習面
	国語
· 日常生活の中で、人の話や放送等の内容のおおよそを理解し、必要に応じて自分の思いや考えを伝えるようになる。

· 生活の範囲を広げるために、生活に必要な情報を理解したり、心を豊かにする文章を読んだりする。

· 生活に密着した「書く活動」を理解し、生活に生かしていく。
社会
· 所属する集団の決まりを理解し、守ることができるようになる。

· 日常生活に関係の深い公共施設や出来事に興味関心をもち、理解したり利用したりするようになる。

· 我が国のいろいろな地域や世界のいろいろな国の人々の生活の様子を理解する。

· 身近な地域や日本の社会の人々の生活の移り変わりを理解する。

数学：日常生活に必要な計測器の使い方、金銭・時計・暦の使い方を理解し、実際的な場面で使うことができる。
理科：人体・身近な生物・身近な自然現象を調べることで理解し、生活との関係を知る。
音楽：いろいろな音楽の分野や楽器の音色に関心をもって聴いたり、演奏したり、歌ったりすることを通して音楽を生活に取り入れる楽しさを知る。
美術：様々な材料や用具の使い方を理解し、絵をかいたり、作品をつくったり、作成物を飾ったりプレゼントしたりすることで、生活に美術を取り入れる楽しさを知る。
保健体育：中学校学習指導要領の該当学年の目標・内容による。
（技術・家庭または）職業・家庭：道具や機械・材料の扱い方、作業や実習を、実際の職業と結びつけながら体験し、働くことに関心をもち、有用感を感じる。
外国語：身近な生活の中で使う英語を理解することで英語に関心をもち、英語を使って人と遣り取りすることで更なる興味関心を促す。
総合的な学習の時間：中学校学習指導要領の該当学年の目標・内容による。

	生活面
	・基本的な生活習慣の定着を図る。（身の回りの物の整理整頓、適切な生活リズム、身体・衣服の清潔）

	社会生活面
	・日常の生活で遭遇するであろう様々な場面の状況を理解し、そこでの振る舞い方を身に付ける。

	身体面
	


自立活動　（例文）
	短期目標・指導内容
	具体的支援
	評価と状況

	· 自分の持ち物や学級備品の整理・整頓ができるようになる。
· 学校生活の中で、場面と自分と相手の関係を関連付けて、適切な言動を取ることができるようになる。
	· 日課に即した日常生活の流れの中で本人の気づきを・行動を促すために、動作を行う場所に行動の手順・内容を書いた（描いた）ものを掲示しておく。
· 全教職員に本生徒への関わり方で統一したい内容を伝え、実際的な生活場面の中で、遣り取りの方法を定着させる。
· 子ども同士の関わりは、少人数の学習場面で、個別具体的に相手の感情を伝えたり、適切な言動をモデルとして示したりすることで行動を促す。
	· 行動の手がかりを書いたカードの効果は大きく、自主的な動きが増大した。自分の力でできる実感が得られたためだろう。
· 教師、先輩、同級生では言葉を使い分けることが必要ということが理解でき、必要な場面では判断して話をする様子がしばしば見られるようになった。また、学習場面で相手の感情を理解することは、個別に説明してもらうことで理解した。表情や口調、話の内容からでは理解が難しい。


	各教科

	教科
	短期目標・指導内容
	具体的支援
	評価と学習状況

	国語
	目標・内容を設定する際、次の中から適切なものを選択し、子どもの状態に合わせて具体化する。

・小学校学習指導要領のいずれかの学年

・中学校学習指導要領の該当学年

・特別支援学校中学部学習指導要領（「知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校」の項）

	· 見通しをもって行動できるよう、生活・学習活動等の流れ、物事の意味を写真・画像・理解できる言葉等で伝える。
· 生活に結び付いた具体的な学習活動を、実際的な状況を設定して指導する。

· 興味・関心や得意な面を生かした教材・教具を工夫する。

· 成功経験を豊富にすることを第一に考える。（失敗経験は、別手段を実施することで成功経験に変えていく。）
	

	社会
	
	
	

	数学
	
	
	

	理科
	
	
	

	音楽
	
	
	

	美術
	
	
	

	保健体育
	
	
	

	技術・家庭

又は
職業・家庭
	技術・家庭の場合

中学校学習指導要領の該当学年の目標・内容による。

職業・家庭の場合

特別支援学校中学部学習指導要領（「知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校」の項）の目標・内容による。
	
	

	外国語
	目標・内容を設定する際、次の中から適切なものを選択し、子どもの状態に合わせて具体化する。

・中学校学習指導要領の該当学年

・特別支援学校中学部学習指導要領（「知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校」の項）
	
	

	選択教科

	特別支援学校小学部・中学部学習指導要領第２節第２内容等の取扱いに関する共通的事項の８を参照する。
	

	総合的な学習の時間
	目標・内容を設定する際、次の中から適切なものを選択し、子どもの状態に合わせて具体化する。

・小学校学習指導要領

・中学校学習指導要領

・特別支援学校中学部学習指導要領（「知的障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校」の項）
	国語～外国語の欄に同じ
	


省略





省略








